
 11

 
 
 

生 活 環 境 
 
 

 
 
 



 12

生活環境（テーマ① 新しい市が誕生したときに、「自慢したい」、「残したい」、「のばしたい」、「くふうしたい」ものは？（政策、住民の取り組み、場所、祭り等々）） 
 

  市町村名 年齢 性別 提   言 

1-2 川内市 41 男 

自然景観（川内市の清らかさをいつまでも）（冠岳や甑島の池群、トンボロなど、海岸線の美しさをいつまでも西方、唐浜、鹿浜ﾉ土川から羽島の海岸線、吹上浜砂丘の一部である串木

野の海岸｣ 

新幹線の新駅である川内駅を有効活用して交流人口の増大とお金のおちる街にする。 

1-11 川内市 54 男 東シナ海に落ちる夕日 串木野より西方までの海岸線 

1-12 川内市 29 男 新田神社、国分寺跡の環境整備 川内川周辺の整備 

1-16 川内市 51 男 テーマ｢健康｣ ゆとりのある生活環境の創造 自ら楽しむためのまち・むらづくり 

1-23 川内市 43 男 残したいもの…自然（特に海岸線）、川内大綱引。伸ばしたい工夫したい…観光（今ある財産を連携させて新たなルートを開設） 

1-43 川内市 39 男 
西方の海岸線及び海に関するもの、自然 

別々の町、市がひとつになるので、道路標識や道路そのものを工夫してそれぞれわかりやすくする必要があるのではないだろうか。 

1-60 川内市 42 男 歴史のある温泉｢市比野温泉、入来温泉、高城温泉など）、甑島、海洋深層水 

1-61 川内市 42 男 
｢肉 （黒毛和牛、薩摩鶏）、魚（マグロ）、米（ヒノヒカリ）、果実（イチゴ、キンカン）、野菜など、１つの市域内で美味しい食材が揃う｣、｢作る人の顔がみえ安心して食べられる安全な食品

が提供される｣という点を、新市のイメージづくりに活かしたい。 

1-64 
西薩衛生

処理組合 
52 男 

串木野市及び甑島４村の魚、川内市のごぼう、ラッキョウ、東郷町のイチゴ・みかん入来町の金柑など、誇れる農産物がある。また、川内市、樋脇町、祁答院町に温泉がある。今度、こ

れらの自慢できるものを売り込む。 

1-71 川内市 50 男 合併市町村の各地区、主要施設へのきめ細やかな案内標識の設置 

1-73 川内市 53 男 古い歴史と豊かな自然。港を活用すること。自治体こ今後は、自治体独自の環境を活かした施策。 

1-81 川内市 29 男 

川内川花火大会、大綱引き…残したい 

福祉施設増築…伸ばしたい 

年中活気ある市であること。（川内市を中心として東郷の鮎や観光農園、樋脇の温泉や串木野の漁業、つけあげ、金山、甑島の海を活用したキャンプ施設等）…自慢したいこと 

1-82 川内市 25 男 水、川内川 

1-102 川内市 36 男 川内川・泰平寺・新田神社・薩摩国分寺・川内川花火大会・薩摩国分寺ふれあい文化事業・唐浜・西方海水浴場・人形岩・川内川流域に残る郷土芸能・冠岳まつり・甑島の自然 

1-103 川内市 35 男 自慢したい：自然。伸ばしたい：人口。残したい：自然及び地域住民が主体となった祭り事。生活環境の充実 

2-102 串木野市 35 女 海（砂浜）への近さを自慢したい。野元海岸は、なくなってしまったので照島海岸はとても貴重なものだと感じる。 

2-11 串木野市 37 男 資源ゴミのリサイクルは是非とも伸ばしてもらいたい。 

2-123 串木野市 30 男 海岸線の美しさは自慢できる。特に土川から唐浜へと続く海岸線は海の色、景色ともにすばらしいと思う。後世に残すべきものとして、行政の認識が必要かと思う。 

2-126 串木野市 31 女 美しい自然環境は是非残してほしいです。山の緑、海の青。癒しの空間として次の世代へ残していきたいです。 
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2-136 串木野市 44 女 冠嶽の山々 古くからの祭事 

2-56 串木野市 39 男 
自然の景観（海・海岸線・山・森林・川）を後世代に残したい。さのさ祭り、浜競馬等は残すべきものである。現在、各市町村で行われているサービスを新市となった後も従来と変わりな

く、さらにはよりよいものとなるようすべきである。 

2-60 串木野市 47 男 照島海岸 長崎鼻公園 浜競馬 

2-61 串木野市 39 男 豊かな自然保護 港湾都市政策の継続 

2-62 串木野市 38 男 豊かな自然保護 語らい 

2-64 串木野市 32 男 海、海岸 

2-79 串木野市 42 女 青く美しい海、長崎鼻の夕日 

2-83 串木野市 29 女 自然を残して欲しい。海や山があるから人が集まるような街にして欲しい。 

2-90 串木野市 53 男 吹上浜から羽島・土川の海岸線、冠岳周辺の自然景観。西薩工業団地（串木野の特産物等と直結した食品加工販売ー市民が集まる工業団地 

2-95 串木野市 46 女 豊かな自然を残してほしい。災害に関係のないような場所まで、人の手を加えないでほしい。 

3-13 樋脇町 46 男 自販機を置かない丸山公園の自然を生かしたい 

3-24 樋脇町 31 男 丸山公園の景観、泉源のすばらしい温泉 

3-4 樋脇町 54 男 
画一的な事業を進めなければならない地域もあるがゾーンを決め、自然をいかした環境整備が必要だと思う。例えば校歌や町民歌などに「山はみどり」「水清く」などあるがぜひ昔の

自然環境を取り戻す、または残したい。 

3-52 樋脇町 40 男 市比野温泉  新市の温泉保養地区として位置づけし、官民一体となり、周辺環境宿泊等保養の整備を行う。 

3-64 樋脇町 37 男 市比野温泉、ホッケー、川内大綱引き、焼酎、川内川  生活の基となる基盤整備 

6-4 祁答院町 25 男 田畑を１年中使えるように工夫したい。考えていきたい。若者が気兼ねなしに暮らせるような生活環境を整え、伸ばしていきたい。 

7-14 里村 32 男 山と海をそなえた地域性は自慢できる。 

8-10 上甑村 49 男 しぜん 

8-11 上甑村 43 男 美しい自然（特に長目の浜） 

8-12 上甑村 46 男 
自然の景観・景勝地の保護 

魚礁投入による海洋牧場を開拓し漁協と提携して釣客等を招集できる自然釣堀場の開発 

8-15 上甑村 47 男 豊かな自然を残したい 

8-19 上甑村 44 女 豊かな自然を残したい 

8-2 上甑村 49 男 自然環境 

8-4 上甑村 60 男 ①美しい自然 ②各種イベント（地区の祭事・スポーツ等）③水産・観光・福祉の村づくり④環境づくり 
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8-7 上甑村 35 男 

・残したいこと・・・バス企業団による住民の交通手段の確保 

         ・・・村立診療所のバスによる患者送迎 

・自慢したいこと・・・カギをかけなくても安全な治安のよさ 

          ・・・交通死亡事故ゼロの連続記録 

8-8 上甑村 47 男 残したいこと－美しい自然 

9-4 下甑村 33 女 
甑の海！（自然） 

新市のダイビングスポット又自然の家（キャンプ場）として自然と共生できる地域になればと思います。 

10-2 鹿島村 51 男 鹿島村の環境整備について、全地域が地域し尿処理施設を利用した水洗便所で快適な生活環境であることを自慢したい。 

11-7 
川内地区

消防組合 
45 男 

大綱引き。クリーン作戦については多少マンネリ化の兆しが見られるので各地域のあり方について工夫し見直されなければならない 

11-19 
川内地区

消防組合 
    

恵まれた資源を最大限に生かし，環境に配慮したまちづくりをして欲しい。公共工事等も自然破壊ではなく自然再生(例えば堤防の二重化など魚の住める川作りなど)を目指してほし

い。 

また，これまでの各市町村の伝統・文化を尊重し中央集権的なまちではなく，自治区単位の独自性を残してほしい。(区長制を導入し，それぞれの区民祭や体育行事等の継続的実施

など) 

11-22 
川内地区

消防組合 
45 男 

自然を残した絵の可愛山稜，水を大切にし自然を守る自治体として再生してもらいたい 

11-30 
川内地区

消防組合 
52 男 

大綱引き，レガッタなど新ルールで仕切直せばおもしろいと思う 

美しい自然公園を残す。 

11-45 
川内地区

消防組合 
38 男 

運動公園施設の充実，施設を公認施設に格上げするために工夫し，全天候型・収容人員拡大で全国大会レベルの運動競技の呼び込みをする。 

11-50 
川内地区

消防組合 

４０歳

代 
男 

川内川をもっと利用できないか他の市町村では，河川敷の利用がなされ，グランド・その他いろいろな物もある。川内川も大きいだけでは何の意味もない。 

11-56 
川内地区

消防組合 
40 男 

川内川の河川敷の利用 

花及び緑に溢れるまち(樹木の植樹) 

11-66 
川内地区

消防組合 
41 男 

山、海、川など自然を守り、住民が親しめ、いつでも行きたくなるような魅力のある施設整備に取り組んではどうでしょうか。 

11-68 
川内地区

消防組合 
48 男 

川内大綱引について（上方、下方のチーム編成の再考が必要では。網の移動が少なく面白くない。 

川内川周辺整備（憩える場所としてもっと活用するべき） 

川内市総合運動公園（周辺整備、上池周囲の散歩道、公園作り） 

13-7 

串木野市・

市来町・東

市来町 

衛生処理

組合 

40 女 

自然に関しては、なるべくこれ以上壊さない、変えない。大切に残すべき一番に掲げたい者です。伝統芸能も残していきたいものです。 
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17-3 
甑島衛生

管理組合 
53 男 

自然の海、甑のうまし魚を取れるよう自然を守って下さい。 

4 
個別応募：

川内市 
31 女 

自慢したいもの・山、川、海といった豊かな自然・おいしい特産品、癒される温泉・伝統行事、歴史 

残したいもの・歴史を感じるもの（遺跡・建物・伝統行事・郷土芸能等）・それぞれの市町村が今持ち合わせている個性 

伸ばしたいもの・それぞれの市町村が今持ち合わせている個性をさらに充実・各世代がともに楽しめるイベント・各地の可能性、人々の可能性 

くふうしたいもの・各世代がともに楽しめるイベント（小さい子供連れも、若年層も、お年寄りも）またはそれぞれが年代別で楽しめるイベント・住民参加型のイベント・普段の生活で気軽

に利用できる公共施設、催し物・各世代それぞれに対応した広い意味でのまちづくり 

5 
個別応募：

川内市 
24 女 

自慢したいもの・広大な川内川。他県出身なのですが、はじめて川内川を見たとき、広さにびっくりしました。シンボルになると思います。 

残したいもの・寺山の宇宙館。公園から見る夜景も素敵です。近くにライトがなければいいのにって思います。 

くふうしたいもの・若者が買い物をしたいと思っても、おしゃれな場所がありません。しかし、郊外に大きな店舗を建てても若者が郊外に逃げてしまいます。ですから都心にファッション

ビルを作ってほしいです。 

10 
個別応募：

川内市 
28 男 

自慢したいもの：川内川 残したいもの：自然 伸ばしたいもの：都市開発、人口、住宅地 くふうしたいもの：原子力発電所、寺山公園、川内川河川敷 

 
 
生活環境（テーマ② 「魅力あるまち」「活気あるまち」「幸せを実感できるまち」にしていくためには、何が大切で、何をしたらよいと思いますか？ 
 

  市町村名 年齢 性別 提          言 

1-11 川内市 54 男 公共下水道の早期完成と大小路地区の早期着工 ※下水道なくして都市とは呼ばない。農業集落排水ｏｒユシプラでの早期着工を 

1-27 川内市 36 男 レジャー施設を増やすなど人々が出かけやすい環境づくりをする。 

2-11 串木野市 37 男 
美しい街づくりを推進するべき。特に駅前など人通りの多い場所には、花などを植えて管理もしっかりするべき。雑草が目立つことが多いのでは。 

2-64 串木野市 32 男 優れた住環境（バリアフリーの促進、街並みの整備、安全性の向上等）の整備が必要である。 

2-90 串木野市 53 男 
１．便利で生活しやすい住宅団地の整備 ２．定年後に出郷者が帰ってきたくなるような施策の充実（住宅・農地の活用、交通の整備、職場の確保）３．世代を越えて集えるような複合施

設の整備（図書館、視聴覚センター、軽スポーツの施設等） 

2-91 串木野市 39 女 生活環境の充実、特に安心して子供を育てられる環境（保育、学校教育等）又、老後を安心して過ごせる環境 

2-100 串木野市 31 男 串木野市は、側溝整備などかなり遅れていると感じる。冠岳開発等ではなく、住環境整備をさらに進めるべきではないか。 

2-104 串木野市 44 男 
子供、大人とも遊べる大型公園の整備（加世田海浜公園の様な大きなもの）合併に伴う大規模な祭り、物産展の開催 下水道の普及促進、側溝の整備等生活環境面の整備促進を図

る。 

2-134 串木野市 28 男 市街地、道路などの外観の整備 

3-19 樋脇町 25 男 安全で便利な町なら住みたいと思うと思う。安全：舗道を広くする。街灯等を多く設置して暗く危険な道を減らす。治安を良くする。 

3-31 樋脇町 25 男 きれいな町づくりが必要。街灯が少なく、空港バイパスが通っているのにさみしい感じがする。 

3-51 樋脇町 43 男 生活環境の充実 交通アクセス 医療体制、ゆとり施設等々 
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3-53 樋脇町 40 男 
住民ひとりひとりが新市に誇りを持ち、不満のない新市。すなわち総合的であるが、産業に活力があり、収入が安定している。児童、高齢者等が安心して暮らせ、住環境が整っている

ことで、いづれが欠けても不満が出てくる。全てが大切。 

3-70 樋脇町 25 男 地域格差を生じさせないために広く住民の意見を聞ける取り組みが必要だと思う。住みやすい住宅の増加、安い家賃の住宅やバリアフリー住宅など。 

3-76 樋脇町 39 男 緑（自然）と都市が融合した街づくり  公園の整備  自然を生かした都市計画  １００年先を見通した都市計画 

4-5 入来町 34 女 住みよい町づくりをしたら良いと思います。上下水道、道路等の整備など 

4-9 入来町 46 男 

何をするにしても、住民本位の施策でなければ飽きられてしまい、今までと何も変わらない。物に対する豊かさから心の豊かさへ転換する必要もある。（ハード整備からソフト面の充実

へ）但し、住民に直接関係する生活道路、下水道整備は必要不可欠な面であり、住んでみて心地よい地域が創造できるのではと思う。雇用の場確保の意味から経済特別区の設置に努

力する。 

6-8 祁答院町 47 男 安心して住める環境づくりと健康につながる食物生産の育成 

6-14 祁答院町 53 男 

市街地の整備（特に商店街）については、新市の顔ともなり活性化のため大切なことですが、周辺の町の住民は、今までと違い社会資本の整備に遅れがでるのではないかと懸念され

るため、市街地へのアクセス道路、地域を循環する道路等の整備を、市街地の整備と平行し取り組み。地域で、誰もが身近に、いつでもスポーツ等親しめるグランド等の整備。福祉施

設についても、今後、介護保険の利用者の増加が見込まれるため地域の自然（温泉・川・海・湖）を生かした整備も急務と考える。また、高齢化の進行に伴い交通弱者も増えてくるた

め、その対策を。 

6-15 祁答院町 49 男 

本町の商店街の現状は少子高齢化に伴い、活気のある商店は半数で、特に官公庁の取引のある商店に限っていると言っても過言ではない。更に本町は、他町に無いものがたくさん

あります。【本屋】【薬屋】【飲み屋】【花屋】【写真屋】【カラオケ】【喫茶店】【パチンコ屋】【入院施設病棟】等。合併した場合は、上記のような商店ができない以上活気は無いような気がしま

す。管内を循環するバス等の運行手段の整備がまず先決である。幸せを実感できる町として、病気、ケガの入院等は、すべて他町へ入院している。このため合併後近くに入院施設の

整備が急務である。 

7-15 里村 32 男 
人があつまるまち 

新産業開発、育成、居住環境の整備 

8-9 上甑村 29 男 
・若い世代を残すために住宅の整備やマリンスポーツ等を行ったりして活気あふれる村作りを行えたら良いと思う。 

・水産高校等を設立し、鹿児島市内からも甑島がどんな所なのか知ってもらえるような事業も良いのでは 

11-2 
川内地区

消防組合 
39 男 

川内川を利用して夏場に各種イベント等が実施され寺山には寺山公園があるが港方面の有効な活用方法があるのではないかと考える。例えば唐浜海水浴場と合わせた大型の公園

遊園地などがあれば多くの人が集まるのではないか 

11-7 
川内地区

消防組合 
45 男 

駅を介して多数の人が出入り交通の利便性を高め，人々の流通が多くなれば活気も必ず出てくると思います。そのために例えば，イベントコンサート，公演など若年層から幅広い年齢

層を収容できる文化ホールなどの建設及び駅周辺や公共施設付近の駐車スペースの拡大などを。また，観光名所例えば寺山公園をレジャーランドあるいは，川内牛や名産品を売り

出す，ファームランド等の計画もどうでしょうか。 

11-12 
川内地区

消防組合 
26 男 

周辺市町村から人が集まるようなテーマパーク・公園 

11-13 
川内地区

消防組合 
24 男 

大きなテーマパークをつくる 

道路の整備 

下水処理施設を整備し，水質の向上に努める 

11-14 
川内地区

消防組合 
50 男 

住民が安心して暮らせることの条件として防災機関の充実が大切である。現在の消防庁舎は敷地的に狭く職員の訓練も十分できないのが現状です。合併後は１３万都市にふさわしい

防災機関の拠点となる消防庁舎の建設を望む 
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11-15 
川内地区

消防組合 
44 男 

治安，風紀の乱れが内容に，各世代の交流を深め，市民全員が安心して暮らせるようになれば魅力があり，活気があり，幸せが実感できる町ができるのではないでしょうか 

11-21 
川内地区

消防組合 
43 男 

公園，山，川，海の娯楽設備  少子対策  子育て支援 

11-22 
川内地区

消防組合 
45 男 

人が集う街として大規模なイベント及びスポーツ関連団体の誘致，ドラマ，映画等(例えば｢寅さん｣｢北の国から｣等継続的に人を呼び寄せる様なドラマ)の勧誘や暴力団，右翼関係者又

は使役にのみを追求するような人達を完全に隔絶・排除舌代規模名ギャンブル施設・興業の施設誘致など。また子どもたちが集まるばかりでなく大人も十分楽しめる様な遊園地の建

設など既成概念にとらわれない大胆な発展でまちづくりを考えていかなければならないと思います。 

11-24 
川内地区

消防組合 
19 男 

ゴミなどをなくしきれいなまちにすればいいと思う。 

他のまちにはないものを作る。 

11-27 
川内地区

消防組合 
23 男 

商店街の時間の延長と建物の整備・街灯の整備。 

県下でも自慢できるようなテーマパークの開設 

11-32 
川内地区

消防組合 
22 男 

活気あるまちにするために，若者が集まったり遊んだりできる場所をつくって欲しい。 

夜間でも各種スポーツ大会や練習ができるようナイター付きの芝生のグランドをつくって欲しい。ナイター付きのグランデができることにより各種プロスポーツや企業スポーツのキャン

プ地にもすることができると思う。 

11-33 
川内地区

消防組合 
22 男 

川内には観光雑誌に掲載されるほどの公共施設がありません。そこで今ある寺山にもっと大規模な自然動物公園(例えば，高千穂牧場)を作り，夜景のきれいな寺山をさらに眺望でき

る大観覧車を作ってはどうか。(東京お台場にあるイルミネーション時計付き) 

11-34 
川内地区

消防組合 
41 男 

川内市というよりも，鹿児島県に総合レジャーランド又は，テーマパークと呼ぶにふさわしい施設が見あたりません。川内は海，山，川，と大自然の宝庫でもあり，これを活用して子ども

からお年寄りまで楽しく遊べるような施設の建設を望みます 

川内には県内に誇れる特産品，料理がありません。何か１つ川内に行ったらあれを食べよう，あれを食べに川内に行こうと呼ばれるような品物を公募して川内の特産品として売り出し

てみてはどうでしょうか？ 

11-35 
川内地区

消防組合 
33 男 

現在川内市には寺山公園や清水ヶ丘公園，中郷池などがありますが，どれも中途半端で誰もが気軽に行ける場所ではなく，また終日過ごせる環境でもないのでなかなか足を運ぶ気

持ちにはなれません。｢もっと住民が気軽に水や緑・自然と触れ合う事ができ，遠方からも来訪したくなるような，広域的な緑地公園や森林公園・海浜公園や河川公園等の憩え集える環

境が増えれば，人々の笑顔と活気に溢れる水のまちになるのでは｣と考えます。 

11-37 
川内地区

消防組合 
50 男 

現在，川内市にある公園について，総合運動公園も整備が進み運動施設は整いつつありますが，子どもたちが終日遊んで過ごせるような｢遊園地｣的な施設がありません。市外から，

更には，県外からも子どもたちが遊びに来れるような中途半端な施設ではなく大規模な施設を造ることにより川内市に自然と人が集まります。子どもを集めれば必ず大人もついてくる

と思います。人がいない所からの活気は望めません。 

11-41 
川内地区

消防組合 
48 男 

鹿児島県の中核都市として，年寄りから子どもまで一日を楽しく過ごすことができるような公園等の目玉になるような地域環境整備が必要だと思います。 

11-43 
川内地区

消防組合 
52 男 

県内外からの来客があり“川内を案内しようか“ということになるが，これといって案内する所が見あたらない。大型の公園・娯楽施設(テーマパーク等)を建設してほしい。また，企業の

誘致をすれば若者又，人口が増加し全体が活気づくのでは？ 

11-46 
川内地区

消防組合 
39 男 

住民サービスの低下があってはならない。市街地・準市街地以外の地域，いわゆる過疎化の進む地域への影響がないように地域の集会場なり役場出張所に職員を配置し，事務を行

う。 

11-51 
川内地区

消防組合 
26 男 

魅力あるまち…遊園地や映画館など何かひとつ大きなレジャー施設を作ってほしい。 
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11-52 
川内地区

消防組合 
23 男 

河川，港近くに市民緑地(公園・広場)があったらいい 

11-58 
川内地区

消防組合 
    

まちの緑地化。大きな都市に行くとまちの中に緑が多い，川内ではやっと国道３号線沿いにケヤキが植えられましたが，駅前，向田児童公園等も，もう少し大きくなる木(常緑樹)を植

え，ソフトなイメージを出したら 

11-63 
川内地区

消防組合 
54 男 

住民が一日中ゆったりと休らぎが出来る公園 運動公園町周辺の拡充整備（例 鹿屋、霧島ヶ丘公園）  

11-64 
川内地区

消防組合 
40 男 

若い世代の人達が「住みたい」と思うようなまちづくりが魅力あるまち、活気のあるまちにつながっていくと思う。施設やイベントなど具体的には、活気のある国分、姶良地区を参考にし

てはどうでしょうか。 

11-66 
川内地区

消防組合 
41 男 

現在、住民が何を望んでいるのかを行政に直接反映させるようにし、近隣市町村からも遊びにくるような施設の整備を今以上に推進し、魅力のあるまちにしてもらいたい。たとえば、運

動公園に子供から大人までを対象に遊べるような温泉及びプール等の建設はどうでしょうか。 

11-71 
川内地区

消防組合 
44 男 

今後急速に進む少子高齢化に向けて、福祉施設や福祉関係事業の充実を行い暮らしやすい街づくりや子供を育てるのに現在はたくさんのお金が必要であります。もう１人は欲しいが

教育資金や共稼ぎのためにあきらめている家庭もあるのではないかと考えます。そのような家庭に、学費や給食費の補助や保育園や幼稚園の経費の補助などを行い、１人でも多くの

子供が増えたら良いと考えます。そして、周辺の住民の方が住んでみたい。この市で子供を育てたいと思える環境整備を行い、他の市ではない特徴のある市をつくってもらえる様望み

ます。 

11-73 
川内地区

消防組合 
43 男 

人の集まってこれる物を作る遊園地など海、河川、山を使った大型のもので家族で遊べるようなもの、規模も中途半端なものではなく、九州あるいは全国規模でここでしか無いようなも

の 

11-74 
川内地区

消防組合 
38 男 

魅力ある町とは、やはり若い男女、子供たちが休日、週末をそこで遊ぶ、過ごす施設を作ることが必要ではないか。 

11-75 
川内地区

消防組合 
44 男 

都市化の進展もさることながら、豊かな自然との共存で安心してやすらぎあるまちづくりのために、地域の特徴を最大限に生かし、新しい市の中でも盛んに交流できる体制を作り上げ

ていくことが大切ではないだろうか。 

11-79 
川内地区

消防組合 
23 男 

年齢に関係なく利用できるような公園等 

11-82 
川内地区

消防組合 
34 男 

ゴミゴミ(ストレス社会)した社会環境から解放される，住宅地・環境の整備(落ち着ける空間) 

11-83 
川内地区

消防組合 
38 男 

人が集まるような遊園地，公園等の設置を望みます 

11-87 
川内地区

消防組合 
22 男 

噴水イルミネーション等がある公園を作る。大画面の情報等がながれている，テレビみたいなのを設置する。海水浴場などの活性化を図る 

11-89 
川内地区

消防組合 
29 男 

美しい海が折角あるのに海水浴場や港に活気がないのは残念です。海水浴場，港の活性化を図ってはどうでしょう 

11-90 
川内地区

消防組合 
33 男 

アミューズメントパークの立地等たくさんお人が集まる場所があったらよいのでは 
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12-2 
西薩衛生

処理組合 
53 男 

環境整備推進による快適環境：ごみ問題と生活排水処理計画は、直接住民に係る問題であり、この課題を住民が認識することもだいじである。現在、それぞれに独自の環境対策の推

進を図っていると思われるが、遠隔地を問わず推進を図ることが大事である。（集中地域・遠隔地を問わない環境整備推進） 

13-3 

串木野市・

市来町・東

市来町 

衛生処理

組合 

45 男 

住環境の整備（県営・市営住宅の増改築）若人の定住できる職場の開発。地場産業の復活、助成、育成。 

10 
個別応募：

川内市 
28 男 

川と川で遊べる環境と川で遊ぶ子供たちを大切に 

 
 
生活環境（テーマ③ 新市のまちづくりの望ましい姿、イメージ、キャッチフレーズはどんなものでしょうか？ 
 

  市町村名 年齢 性別 提         言 

1-2 川内市 41 男 
海に開かれた（川内港、串木野港、甑島の港など）、温泉や自然景観（川内川、冠岳、なまこ池などの甑島の景観）を有する観光を活かした、歴史（薩摩国分寺跡、入来の町並み、etc）

と文化（網引き、祭りなど）を大切にする福祉都市（高齢者にやさしいまち） 

1-24 川内市 26 男 自然と町の共存 

1-28 川内市 52 男 川内川、冠岳、甑島とどこにもない自然がある。 

1-64 
西薩衛生

処理組合 
52 男 

自然（海、山、川）、産業（農林水産、商工業）、観光（温泉、特産物）が豊富で交通機関や居住性の便利な町 

1-103 川内市 35 男 むやみに都市化せずに、自然を生かす。 

2-1 串木野市 41 男 中心市街地と用途地域外との格差が大きい。歩道の設置、ガードレール、道路の舗装、バリアフリーの促進を同じにしてほしい。 

2-11 串木野市 37 男 バイヤフリーで老若男女が住みやすい街 

2-16 串木野市 34 男 自然がいっぱい海・川・山 

2-50 串木野市 47 男 住環境重視のまちづくりを。観光等にあまり力を入れすぎても如何かと思う。全ての施策を”循環”の思想を入れて組み立てるべき（リサイクルのまち） 

2-97 串木野市 41 女 老朽化した駅、また駅を拡大しテーマパークなど娯楽施設の建設 

2-100 串木野市 31 男 地方にいくほど、行事が多すぎたりそれに参加することを強要されることが多く、若者が定住しない要因になっているように感じる。プライバシーを干渉しすぎない環境に。 

2-110 串木野市 55 男 串木野の自然、歴史、文化を守りながら暮らしやすい、生きやすい、環境づくりを進める。 

3-23 樋脇町 19 女 都会すぎず、田舎すぎず  田舎の良いところはそのまま残しましょう。人口が減少しないよう生活しやすい環境作りを。 

3-34 樋脇町 23 女 
今の世の中は日々自然が少なくなり仕事に追われ心にゆとりをなくしているように思える。今ある自然を残しつつ、心落ち着くような景観作りも必要だと思う。工夫を加え、発展していく

ことも必要ではあるが、その土地独自の文化、芸能など残すことも考えて欲しい。 
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6-19 祁答院町 60 男 川内川や東シナ海など豊かな自然をイメージさせるまちづくり。  緑溢れる町並みづくり、旧市町村の町木・町花を街路樹に活用した道路整備。 

11-5 
川内地区

消防組合 
26 男 

活気ある港，きれいな川 

11-19 
川内地区

消防組合 
    

○｢人と自然に共に生きるまち｣ 

日本を代表する優秀なスポーツ選手を数多く排出し続ける街でありながら，行政の取り組みは今ひとつであると思う。彼らを育てたこの土地の環境を守り，後世に誇れるまちづくりを目

指してほしい。ふるさとを壊さないで人を育ててほしい。 

11-24 
川内地区

消防組合 
19 男 

建物ばかりでなく，みどりのあるまちにすればいいと思う。 

11-48 
川内地区

消防組合 
25 男 

川内川河川敷に桜の木を植えて，水のまちプラス桜のまち 

 
 
環境衛生（テーマ④ その他、期待するまちづくりの政策等自由なご提言（こんなまちになってほしい、こうあってほしい、子どもたちのためにこんなことをしてほしいなど） 
 

  市町村名 年齢 性別 提       言 

1-7 川内市 26 女 

現在の市政でも思うが、街、市に人を呼び込もうとイベント施設や商店街の整備だけが重視されているように思う。新幹線が開通するにともない、今まで以上に鹿児島市や熊本、福岡

への娯楽を求めて人がでていくのは避けられないことであり、またその魅力を越えるものは、例え合併したところでできるものではない。娯楽はよそに求めることにして、もっと住みよ

い市にしてほしい。もっと身近なもの（街灯や歩道、交通）の整備に目をむけてほしい。現在の市には、特に若い世代（純心生など）が定着しないのもうなづける。 

1-11 川内市 54 男 紫尾山系、冠岳（西岳）、弁財天山（Ｈ＝５１８ｍ）の登山道及び遊歩道の整備。大学のある都市（総合大学の誘致） 

1-17 川内市 51 男 
自然の復活・手入れ・保全 川・森・海が生の自然に近い状態で身近に存在することがかけがえのない財産である。そのためには、自然と共存するまちづくりの方法を地域自治の中で

進めていく。田舎は都市にはなれない。田舎の宝物は自ら探り出すことが肝要である。九州では川西薩は田舎、大田舎である。 

1-18 川内市 51 男 川・海・湖・溜池あらゆる水辺を再生保全する。 水を再発見できる仕掛けを工夫する。 

1-39 川内市 29 男 
子供達のために安全なまちであるために、子供を生むと祝い金がもらえ、医療費は安く、保育園及び幼稚園の教育費の一元化を図り、道路整備でも歩道設置及び交通弱者へのバリア

フリーの対策を最優先させる。 

1-49 川内市 47 男 子供達が安全で自由に遊べ、ゆとりのある場所（空間）があり、自然や人と数多く触れ合える憩いの場が欲しい。 

1-88 川内市 25 女 きれいなまちにするために、ゴミ拾いをしたり、ボランティア活動をしてほしい。 

2-5 串木野市 47 男 
山や川など豊かな自然を大切にし、伝統的な文化や芸能を残し、災害、公害や犯罪が少なく、安心して暮らせ、また企業誘致をし、若者が集まってきて、活気あるまちづくりをしてほし

い。子供が遊べる大型レジャー施設を整備し、さらに素晴らしい自然（山、海）を生かした観光ルートを整備し県内外から人を寄せる。 

2-18 串木野市 42 男 海、山、川を活かした美しいまちでありたい。 
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2-23 串木野市 53 男 

防災関係者として、地震・風水害など災害の広域化がすすんでいる現状や川内原子力発電所の事故を想定すると、防災機関の広域化は必要である。最近の子供達の様子を見ますと

基本的な生活習慣が欠けているように感じております。明日の担い手である子供達の教育は、家庭、学校、地域社会がそれぞれに取り組んでいるが、更に心豊かな青少年を育成する

ため奉仕活動の実践、国際交流の推進、教育施設の充実等の教育行政の充実を期待する。 

2-37 串木野市 37 男 広域的な視点から道路や市街地の整備、文化施設、スポーツ施設などの整備を効率的に整備してほしい。 

2-64 串木野市 32 男 自然環境と共生していけるような環境づくり（防災を含む）をし、住民が安心して生活できるまちづくりがなくてはならないと思う。 

2-74 串木野市 32 男 

箱物は、最小限にとどめ生活に密着する部分（道路維持、公園整備等）を中心に整備を進めるほか、新市の将来を担う青少年に対し、「研修制度（海外研修）や高齢者との交流等」など

の進め、人材育成等の充実を図る。合併により、箱物等の建設を推進するよりは、子供達が一日中駆け回ってできる芝生の大きな広場（自然公園等）を建設したら、子供も持つ者として

は、あり難いと思います。 

2-89 串木野市 46 男 市街地（住宅地）の道路が狭いので拡張 国道 3 号の渋滞解消（バイパス建設） 

2-126 串木野市 31 女 

管理が大変かもしれませんが、子供達が裸足で走り回れるような広い芝生の公園があったらいいなと思います。例えば、そこにガーデニングコーナーを設けて市民の方々に整備して

もらったり、植樹をしてもらえば、愛着がもて頻繁に足を運び、そこで交流も生まれるのではないでしょうか？水のゾーンがあったり、木蔭で休めるベンチを配置したり…。ゆったり、ゆ

っくりくつろいでリフレッシュできる、そんな公園が近辺にほしいです。 

2-128 

串木野市

市民生活

課 

26 女 

子供が安心して外で元気に遊べるまちにしてほしい。（公園や児童施設の整備、地域住民の目が子供達にいき届くような環境づくり） 

2-129 串木野市 27 男 若い人達の集まる街がいい 地元に就職できる大企業 ２４時間体制の総合病院 バリアフリーの街 

3-43 樋脇町 21 男 ゴミ収集日を増やす。下水道の設置 

3-53 樋脇町 40 男 市街地や特殊性のある地域は外に向けて情報発信、入り込みや交流の促進  産業地域は安定向上をめざした施策  住民の居住環境、福祉、教育は充実 

4-5 入来町 34 女 テーマ②と同様（住みよい町づくりをしたら良いと思います。上下水道、道路等の整備など） 

5-1 東郷町 27 女 
昨年まで子供の家があり、幼稚園、小学校の帰りに寄ることが出来、子供達もまた人間関係が広がったり、保護者も安心できたと思います。現在も子育て支援センターがありますが、

園や学校の帰りに寄ることが出来る施設があったらどうでしょうか。 部活帰りなどで、遅く帰る子たちのためにももう少し街灯を増やす必要はないでしょうか。 

6-8 祁答院町 47 男 川の水の飲料水に頼らず、せめて飲料水だけは地下水の活用を図ってほしい。 

8-3 上甑村 62 男 

・稚魚の放流とアワビ養殖や水産加工品の製造等水産振興対策 

・スポーツ、レクリエーション施設、集会施設の改修 

・アイランドテラピーによる健康づくりの推進（すのさき荘改修温泉化） 

・生涯安心して住める地域づくり（高齢者生活福祉センター等温泉施設の整備） 

・海岸への流木、竹、ごみ等の処理施策 

・保育園（又は保育所）図書館や集合施策等複合少子化交流施設の整備 

8-8 上甑村 47 男 町を歩くと、道路、庭など花のある風景 

8-14 上甑村 47 男 

・海産物の販路の提供等 

・小中学校の現状維持 

・公営住宅の整備（過疎対策） 

・企業誘致（工場等） 
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11-6 
川内地区

消防組合 
43 男 

子ども・年寄りが安心して暮らせるまちづくり 

11-8 
川内地区

消防組合 
39 男 

これからの子どもたちが自分の住む町を自慢できる活気ある明るい町になるよう期待します。また，老若男女が楽しく集まる町になって欲しいと思います。 

11-12 
川内地区

消防組合 
26 男 

周辺市町村から人が集まるようなテーマパ－ク公園 

11-15 
川内地区

消防組合 
44 男 

災害に強いまちづくりを念頭に置いて，全体的に安心して暮らせるまちを目指してもらいたい。 

11-17 
川内地区

消防組合 
38 男 

子どもたちが安心して遊べる環境が少ないのではないでしょうか 

テーマパーク等の建設 

11-20 
川内地区

消防組合 
26 男 

環境の改善と歴史にふれあえる施設の建設(テーマパークのようなもの) 

11-30 
川内地区

消防組合 
52 男 

災害に強いまちづくり 

テロのないまち 

ゴミの不法投棄のないまち 

11-44 
川内地区

消防組合 
25 男 

大人から子どもまで楽しめるレジャー施設(遊園地等)を過疎が進む地区に誘致すれば市全体の活性化につながるのではないでしょうか 

11-45 
川内地区

消防組合 
38 男 

鹿児島市の健康の森公園みたいな小さな子どもから家族連れで１日いても飽きないような施設がない。県内でも有数の公園を作り，子どもたち自身が大人になって川内にはこんな所

があるとか自慢できる大規模ｊなゆうぐこうえんを作り，県内外からも来やすい施設を１つ作る。公営の宿泊施設の建設を行い，先に書いた運動公演で全国大会レベルの選手たちを収

容する。公営の温泉施設の建設か又は熊本県の黒川温泉みたいに道路とけんち石で敷くとか景観を温泉街にしてゆったりと泊まれる保養地を作る。 

11-46 
川内地区

消防組合 
39 男 

子どもたちが遊び，楽しめる遊園地の設備 

11-48 
川内地区

消防組合 
25 男 

新田神社参道の桜をもっと充実，参道の整備 

川内川河川敷に桜を植えて整備し，花見客等を集める。レジャー施設がないので寺山に遊園地等。 

11-52 
川内地区

消防組合 
23 男 

子どもから大人まで楽しく遊べるスポット(アミューズメント) 

11-57 
川内地区

消防組合 
42 男 

子どもが楽しく遊べるレジャー施設 

11-58 
川内地区

消防組合 
    

寺山公園がお金を持っているわりには中途半端な感じ，吉野公園のような公園にするか遊園地のようにするか動植物園のようにするか整備してみては 

11-59 
川内地区

消防組合 
50 男 

子どもたち(幼年～大学生)が市外へ遊びに流出しないため，県内にない大型レジャーランドを分散化せず，一ヶ所に集中して建設する。 

川内川河口からの上流への川内川を活かした公園か，リバーサイド構築，川内川でのイベント。 

原子力発電所周辺への企業誘致・受託建設 
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11-73 
川内地区

消防組合 
43 男 

安全で安心して生活できるまちづくり 

11-74 
川内地区

消防組合 
38 男 

総合運動公園を上池、下池まで広げて散歩やいろいろなイベントのできる芝生を植えるなりして、運動公園を池を利用した公園にしたらどうですか。又、プールも屋内屋外を作り遊べる

施設も一緒に設置したらどうですか。川内川河川敷に木を植えたり、花を植えたりして公園として活用できないでしょうか。 

11-77 
川内地区

消防組合 
39 男 

現在、川内市には、寺山いこいの村公園やがらっぱ公園等小さな公園はありますが、大きな施設等がないので、合併後は子供、大人が楽しめるレジャー施設を作ってほしい。また、甑

島と本土は現在、船による交通手段しかないため、橋をかけるかトンネルで繋ながるようにすれば、車での行き来ができより多くの観光客が増えるのではないでしょうか。 

11-79 
川内地区

消防組合 
23 男 

総合運動公園に手を加えるなどして、子供達が自然の中で遊べる場所をつくってほしい。 

11-82 
川内地区

消防組合 
34 男 

九州新幹線も開通するので観光客を呼べるような施設を又，家族で楽しめる施設を作ってほしい。 

11-90 
川内地区

消防組合 
33 男 

川内川をもっときれいにしたい 

13-3 

串木野市・

市来町・東

市来町 

衛生処理

組合 

45 男 

総合病院の開設。専門、総合高等学校の増設（学区制の撤廃）公立大学の開設。災害に強い道路の整備。運動公園の整備、増設・改善（ナイター、フェンス etc） 

 
 
環境衛生（テーマ⑤ テーマ①～④で記入できなかった事柄等をご記入ください。） 
 

  市町村名 年齢 性別 提       言 

1-11 川内市 54 男 
山に色彩を（落葉樹） １山桜を集団で植え、日本で１番早い花見を ２いちょう（黄）かえで（赤）うるし（赤）はぜの木（赤） 公園に実のなる木を。（山菜） １ムクノキ カシ類 オニグルミ

（高城川の堤防は多い） ヤマグワ ヤマブドウ 黄イチゴ等 

2-139 串木野市 54 男 高齢者医療対策として保健事業の充実 住民に密着した生活環境の整備 不法投棄対策 牛豚のふん尿を処理し堆肥化する施設の建設 

3-6 樋脇町 24 男 
新しい市になれば様々な建設がおこなわれるかもしれない。こういった中でこれからの建物を設計する際には「バリアフリー」について考えて欲しい。なるべく段差をなくし、スロープを

つけたり、社会的弱者が安心してすごせるようにトイレや部屋のつくりを考えることも大事であろう。 

9-6 下甑村 27 男 
島嶼部は台風などの災害時の対応がせめて現状維持できるよう消防団の充実、連絡体制の確立（緊急時には支所から本庁を経由しなくても県へ要請ができるように）など住民が安心

して暮らせるようにしてほしい。 
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10-6 鹿島村   男 

キーポイント 

リサイクルを活用したまちおこし 

資源循環型社会構築の一環として資源の有効活用（リサイクル）を図るべきである。特に生ゴミを有効活用し、処理したものを家畜等の飼料化を進める。鹿島村では鹿児島大学農学部

から生ゴミを処理した飼料を提供してもらうとともに、山羊飼育の指導提携を行い、山羊の研究飼育を実施中である。 

ハード面の整備 

 ・旧市町村ごとに生ごみプラントの整備を図る。生ゴミの処理したものを飼料として活用する。（生ゴミのリサイクル化） 

予想される効果 

 ・現ゴミ焼却場の燃料・電気料等（ランリングコスト）が大幅に節減される。 ・焼却灰が減少され経費の節減となる ・焼却場のランリングコストの軽減された分でプラントの管理につい

て人的雇用ができる。 ・特に広域で取り組むことになれば相当の効果がでると思われる。 ・山羊の飼料として実用化されると甑島の牧場を活用した山羊の放牧飼育ができる。その結

果、雇用の場（定住促進）が確保される。 ・併せて甘藷栽培を奨励し、甘藷も山羊の飼料に活用することになれば農業振興に寄与する。 

11-3 
川内地区

消防組合 
36 男 

 

市民は安全で活力活気のある町を望んでいるのではないかと思います。安全な街，警察・消防の活動が地域によって差が出てこない政策・対策をしなければならない。住民が安全で

安心して生活できるまちを作り住民一人ひとりが平和な日々を過ごせるようにと思います。それぞれの町が合併することで様々な問題点が浮上することが予想されます。このことにつ

いては，遠くの家事ではなく，自分自身の事として住民が取り組む問題と思います。合併の当初の目的を考えたときよいまちづくりとは財政的にも潤うまちづくりである。地場産業を中

心とした新しい産業への取り組み、企業誘致ではなく、地場企業での拡大を市で応援援助することによる市の発展を願う。広大な土地を活用した観光スポット（アミューズメントパーク）

などの設立による鹿児島への中継基地としての観光の拠点を目指す。以上のような人を集める要素を常に研究する。 

11-23 
川内地区

消防組合 
39 男 

少子化について問題が解決できるまちづくり①３人以上には補助金，私立幼稚園・市立幼稚園・町立幼稚園の月額差をなくす②小児医療の金額補助③子どもたちが集まるイベント作り 

鹿児島市の動向にとらわれることなく，独自の考えを常に持ってほしい。川内駅を中心にしたまちづくりをしてほしい。現在の市・町境に区画を作り，境のないまち作りをしてほしい。防

災面で穴のない体制作りを目指してほしい。３次救急医療の体制作り 

11-68 
川内地区

消防組合 
48 男 

その他、あちこちで廃車の置き去りにしてあるのを見かけるが、景観をそおこなう。行政指導なり積極的に対処して欲しい。 

 




